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れ
か
ら
が
大
変
で
、
同
年
３
月
ま
で
に
書
類
を
作

成
し
、
供
託
金
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
書
類
は
担
当
事
務
員
と
不
眠
不
休
で
仕

上
げ
ま
し
た
が
、
困
っ
た
の
は
供
託
金
で
す
。
校

友
な
ど
か
ら
の
募
金
が
思
う
よ
う
に
は
集
ま
ら
ず

窮
地
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
状
況
を
救
っ
た

の
は
理
事
鈴
木
喜
三
郎
（
の
ち
の
政
友
会
総
裁
）

で
、
所
持
し
て
い
た
社
債
券
を
供
託
金
と
し
て
立

て
替
え
た
の
で
す
。
よ
う
や
く
手
続
き
を
す
ま
せ

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
３
月
６
日
で
し
た
。

　

大
正
９
年
４
月
15
日
付
で
日
本
大
学
は
、
明
治
、

法
政
、
中
央
、
國
學
院
、
同
志
社
と
と
も
に
大

学
設
立
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

慶
應
義
塾
、
早
稲
田
は
す
で
に
２
月
５
日
付
で
認

可
を
得
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
大
学
は
他
の
有
力

私
立
大
学
と
肩
を
並
べ
て
、
大
学
に
昇
格
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
。

法
律
学
校
か
ら
総
合
大
学
へ

　

日
本
大
学
は
大
学
昇
格
前
後
に
、
法
文
学
部

や
専
門
部
に
宗
教
科
・
社
会
科
・
美
学
科
・
高
等

師
範
部
に
国
語
漢
文
科
を
設
置
し
、
東
洋
歯
科

医
学
専
門
学
校
を
合
併
し
て
専
門
部
歯
科
と
し
、

さ
ら
に
高
等
工
学
校
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
大
正
12（
１
９
２
３
）年
９
月
１
日
に

関
東
大
震
災
が
起
こ
り
、
大
学
昇
格
の
た
め
に
苦

労
し
て
新
築
し
た
三
崎
町
校
舎
を
は
じ
め
、
駿
河

台
の
歯
科
・
高
等
工
学
校
の
校
舎
な
ど
す
べ
て
の

施
設
を
失
い
ま
し
た
。

　

山
岡
は
教
職
員
・
学
生
に
不
安
を
与
え
な
い
た
め

に
、
一
日
も
早
く
大
学
復
興
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
直
ち
に
三
崎
町
の
焼
け
跡
に
バ
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ラ
ッ
ク
を
建
て
本
部
事
務
所
と
し
、
10
月
１
日
に
は

他
校
の
校
舎
を
借
り
て
授
業
を
再
開
し
ま
し
た
。

11
月
下
旬
に
は
、
仮
校
舎
の
ほ
と
ん
ど
を
完
成
さ
せ
、

大
正
14
年
９
月
に
工
・
医
歯
科
系
の
新
校
舎
が
駿
河

台
に
、
大
正
15
年
か
ら
昭
和
２
年
に
か
け
て
文
科
系

の
新
校
舎
が
三
崎
町
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、

関
東
大
震
災
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、
法
文
学
部
に

文
学
科
、
商
経
学
部
に
経
済
科
、
工
学
部
を
設

置
し
、
さ
ら
に
専
門
部
に
文
科・経
済
科・医
学
科・

工
科
・
拓
殖
科
、
高
等
師
範
部
に
地
理
歴
史
科
・

英
語
科
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
戦
時
下
の

昭
和
17
年
に
専
門
部
医
学
科
が
医
学
部
に
昇
格

し
、
昭
和
18
年
に
は
農
学
部
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
大
学
は
関
東
大
震
災
を

は
さ
む
大
正
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
国

家
・
社
会
の
要
請
と
学
術
の
進
展
に
迅
速
に
対
応

し
て
、
多
く
の
学
部
・
学
科
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
多
額
の
経
費
が
か
か
る
理
系
・
医
学

系
の
分
野
も
含
み
、
山
岡
は
歯
科
・
医
学
科
の
設

置
に
関
し
て
は
実
弟
小
坂
早
五
郎（
医
学
科
教
授
）

の
協
力
を
得
て
い
ま
す
。

　

山
岡
は
、大
正
15
年
４
月
の
予
科
入
学
式
で
、「
本

学
の
特
色
は
古
来
意
気
と
頑
張
り
に
あ
る
。
如
何

な
る
困
苦
艱
難
に
も
堪
え
忍
ん
で
所
期
の
目
的
を
達

成
す
る
だ
け
の
決
心
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
、

総
て
に
進
歩
的
積
極
的
努
力
を
費
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
」

（「
日
本
大
学
新
聞
」
75
号
）
と
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
総
合
大
学
と
し
て
の
発
展
は
、
山
岡
の

強
靭
な
精
神
力
と
実
行
力
の
も
と
、
教
職
員
、
学

生
、
校
友
の
「
意
気
と
頑
張
り
」
で
達
成
し
た
も

の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
大
学
史
編
纂
課
・
小
松
修
）

震災後の三崎町

山岡の実弟小坂早五郎
（大井照氏蔵）


